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福智町議会だより vol.7

議
案
第
11
号
　
公
平
委
員
会
の
委
員
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償

に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
公
平
委
員
会
委
員
の
報
酬
等
の
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
12
号
　
公
平
委
員
会
の
委
員
の
服
務
の
宣
誓
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
公
平
委
員
会
委
員
の
服
務
の
宣
誓
に
つ
い
て
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。�

議
案
第
13
号
　
福
智
町
特
別
会
計
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
公
平
委
員
会
の
経
理
を
計
上
す
る
特
別
会
計
を
設
置
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
14
号
　
田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
共
同
設
置
規
約
の

変
更
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
公
平
委
員
会
の
執
務
場
所
変
更
に
伴
い
、規
約
の
一
部
を
変
更
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
15
号
　
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
の
共
同
処
理
す
る
事

務
の
変
更
及
び
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
福
岡
県
自
治
振
興
組
合
に
お
い
て
、公
文
書
館
の
設
置
お
よ
び
管

理
運
営
に
関
す
る
事
務
等
を
新
た
に
共
同
処
理
す
る
こ
と
に
伴
い
、

規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
16
号
　
福
岡
県
市
町
村
職
員
退
職
手
当
組
合
を
組
織

す
る
地
方
公
共
団
体
の
数
の
増
減
及
び
福
岡
県
市
町
村
職
員

退
職
手
当
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
福
岡
県
南
広
域
消
防
組
合
お
よ
び
老
人
ホ
ー
ム
八
媛
苑
組
合
が

脱
退
し
、久
留
米
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
が
加
入
す
る
た
め
、

規
約
を
変
更
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
17
号
　
福
智
町
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
同
意
�

　
嶋
野
勝
氏
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。
�

議
案
第
18
号
　
町
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て
…
…
原
案
可
決
�

　
町
道
迫
団
地
線
等
が
既
設
道
路
と
の
統
合
に
よ
り
、廃
止
と
な

り
ま
し
た
。
�

議
案
第
19
号
　
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
…
…
原
案
可
決
�

　
輝
ヶ
瀬
・
水
落
線
ほ
か
３
路
線
の
町
道
認
定
を
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
20
号
　
平
成
20
年
度
福
智
町
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

４
号
）に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
予
算
の
総
額
に
６
億
６
０
２
３
万
９
千
円
を
追
加
し
、予
算
の
総

額
が
1
4
4
億
３
０
２
２
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

議
案
第
21
号
　
平
成
20
年
度
福
智
町
同
和
地
区
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
予
算
の
総
額
に
３
９
７
４
万
７
千
円
を
追
加
し
、予
算
の
総
額
が

３
億
１
８
３
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

議
案
第
22
号
　
平
成
20
年
度
福
智
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算（
第
３
号
）に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
予
算
の
総
額
か
ら
６
３
４
万
４
千
円
を
減
額
し
、予
算
の
総
額
が

３２
億
７
０
８
０
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

議
案
第
23
号
　
平
成
20
年
度
福
智
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）に
つ
い
て
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
予
算
の
総
額
か
ら
３
４
２
６
万
８
千
円
を
減
額
し
、予
算
の
総
額

が
２
億
３
２
６
５
万
２
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

議
案
第
24
号
　
平
成
20
年
度
福
智
町
老
人
保
健
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
２
号
）に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
予
算
の
総
額
か
ら
２
億
６
３
１
３
万
５
千
円
を
減
額
し
、予
算
の

総
額
が
２
億
７
６
２
５
万
７
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

議
案
第
25
号
　
平
成
20
年
度
国
民
健
康
保
険
福
智
町
立
診

療
所
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）に
つ
い
て
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
予
算
の
総
額
か
ら
２
９
６
７
万
１
千
円
を
減
額
し
、予
算
の
総
額

が
１０
億
２
７
４
２
万
９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。
�

議
案
第
26
号
　
平
成
20
年
度
福
智
町
水
道
事
業
会
計
補
正
予

算（
第
４
号
）に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
資
本
的
収
入
の
予
算
額
か
ら
７
１
6
0
万
円
減
額
し
、予
算
の

総
額
が
２
億
３
０
５
４
万
６
千
円
と
な
り
、資
本
的
支
出
の
予
算
額

か
ら
６
５
４
４
万
７
千
円
減
額
し
、予
算
の
総
額
が
３
億
７
３
６
１
万

円
と
な
り
ま
し
た
。
�

議
案
第
27
号
　
平
成
21
年
度
福
智
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

議
案
第
28
号
　
平
成
21
年
度
福
智
町
同
和
地
区
住
宅
新
築
資

金
等
貸
付
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
…
…
…
原
案
可
決
�

議
案
第
29
号
　
平
成
21
年
度
福
智
町
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
予
算
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

議
案
第
30
号
　
平
成
21
年
度
福
智
町
後
期
高
齢
者
医
療
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

議
案
第
31
号
　
平
成
21
年
度
福
智
町
老
人
保
健
特
別
会
計
予

算
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

議
案
第
32
号
　
平
成
21
年
度
国
民
健
康
保
険
福
智
町
立
診
療

所
事
業
特
別
会
計
予
算
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

議
案
第
33
号
　
平
成
21
年
度
福
智
町
水
道
事
業
会
計
予
算
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

議
案
第
34
号
　
平
成
21
年
度
田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
特
別

会
計
予
算
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
※
新
年
度
予
算
は
、3
ペ
ー
ジ
・
4
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
�

議
案
第
35
号
　
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
平
成
19
年
度
地
域
住
宅
交
付
金
事
業（
公
営
住
宅
整
備
事
業
）

柿
添
団
地
建
築
主
体
工
事（
第
１
工
区
）の
請
負
変
更
契
約
を
承
認

し
ま
し
た
。
�

議
案
第
36
号
　
工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
平
成
19
年
度
地
域
住
宅
交
付
金
事
業（
公
営
住
宅
整
備
事
業
）

赤
池
団
地
建
築
主
体
工
事（
第
１
工
区
）の
請
負
変
更
契
約
を
承
認

し
ま
し
た
。
�

諮
問
第
1
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
任
�

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、荒
木
完
治
氏
を
適
任
と
認

め
ま
し
た
。
�

諮
問
第
2
号
　
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
に
つ
き
意
見
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
適
任
�

　
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
と
し
て
、山
村
光
政
氏
を
適
任
と
認

め
ま
し
た
。
�

発
議
第
1
号
　
定
額
給
付
金
及
び
子
育
て
応
援
特
別
手
当
等

第
2
次
補
正
予
算
等
関
連
法
案
の
速
や
か
な
成
立
を
求
め
る

意
見
書
案
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
撤
回
�

発
議
第
2
号
　
障
害
者
自
立
支
援
法
の
見
直
し
を
求
め
る
意

見
書
案
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
採
択
�

発
議
第
3
号
　
「
緑
の
社
会
」へ
の
構
造
改
革
を
求
め
る
意
見

書
案
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
採
択
�

1

3月�3月�
定
例
会
報
告�

定
例
会
報
告�

　平成21年第1回定例会が、

3月3日～3月12日まで10日間

の会期で開催され、当初予算

を含む議案36件などが審議さ

れました。結果は次のとおりです。�

会 期 日 程 �

●3月3日（火）�
　　本会議［第1日］�
●3月4日（水）�
　　総務文教常任委員会�
●3月5日（木）�
　　厚生常任委員会�
●3月6日（金）�
　　産業建設常任委員会�
●3月9日（月）�
　　予備日�
●3月10日（火）�
　　本会議［第2日］�
●3月11日（水）�
　　本会議［第3日］�
●3月12日（木）�
　　本会議［第4日］�

※日程が繰り上がり、3月10
日に閉会しました。�

������������������������

����議
案
第
１
号
　
福
智
町
職
員
の
自
己
啓
発
等
休
業
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
地
方
公
務
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
２
号
　
福
智
町
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
原
案
可
決
�

　
一
般
職
の
職
員
の
勤
務
時
間
、休
暇
等
に
関
す
る
法
律
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
の
制
定
に
伴
い
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま

し
た
。
�

議
案
第
３
号
　
福
智
町
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
制
定
に
伴
い
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
４
号
　
福
智
町
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
も
の
の

報
酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
の
廃
止
に
伴
い
、住
宅
改
修（
新

築
）資
金
審
議
会
会
長
・
委
員
を
条
例
か
ら
削
除
し
、男
女
共
同
参

画
代
表
推
進
委
員
・
推
進
委
員
・
審
議
会
委
員
長
・
委
員
を
条
例
に

追
加
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
５
号
　
福
智
町
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
の
制
定
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法
の
趣
旨
に
準
じ
、条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。
�

議
案
第
６
号
　
福
智
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
国
民
健
康
保
険
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、条
例
の
一
部
を

改
正
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
７
号
　
福
智
町
福
祉
会
館
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
に

つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
福
智
町
社
会
福
祉
協
議
会
が
、平
成
20
年
10
月
よ
り
金
田
福
祉

セ
ン
タ
ー
に
統
合
し
た
た
め
、施
設
が
廃
止
と
な
り
ま
す
。
�

議
案
第
８
号
　
福
智
町
立
小
中
学
校
施
設
の
使
用
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
小
中
学
校
体
育
施
設
等
の
利
用
に
伴
う
、使
用
料
の
是
正
を
図

る
た
め
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
９
号
　
福
智
町
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
暴
力
団
員
に
よ
る
不
当
な
行
為
の
防
止
等
に
関
す
る
法
律
お
よ
び
公

営
住
宅
法
施
行
令
の
一
部
改
正
に
伴
い
、条
例
の
一
部
を
改
正
し
ま
し
た
。
�

議
案
第
10
号
　
田
川
郡
町
村
公
平
委
員
会
職
員
定
数
条
例
の

制
定
に
つ
い
て
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
原
案
可
決
�

　
平
成
21
年
４
月
１
日
よ
り
、川
崎
町
か
ら
福
智
町
に
事
務
局
が

移
管
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。
�

議
決
結
果
�



当
初
予
算�

当
初
予
算�
平成�
 21年度�
平成�
 21年度�

一般会計 歳入・歳出予算�

147億2,266万円�

3

一般会計 歳入・歳出予算�
147億2,266万円�

会計別当初予算比較表�

歳　入�

歳　出�

県支出金�
1,022�
（6.9％）�

国庫支出金�
1,411�
（9.6％）�

議会費�
114�

（0.8％）�
諸支出金�
269�

（1.8％）�

商工費�
226�

（1.5％）�

消防費�
370�

（2.5％）�

災害復旧費�
5

前年度より�
�
15億9,754万円 増額�
�

　平成21年度一般会計当初予算は、前年

度より15億9,754万円の増額となりました。

増額となった主な理由は、衆議院議員・町

長選挙費、温泉施設に太陽熱を利用した

新エネルギー等導入促進事業、道路新設

改良費、田川地区消防組合負担金、田川

地区水道企業団一般会計出資債、給食セ

ンター建設費などです。�

　歳入は、町税が0.3％の減額、法人税は

20.2％の減額、補助金としては新エネルギ

ー等導入事業、給食センターに係るものな

どで増額となっています。�

　基金（貯金）の現在高は、21年度末で

119億3,786万円の見込み、地方債（借金）

の現在高は、21年度末で236億7,332万円

の見込みとなっています。�

会　　計　　名�

一　般　会　計�

21年度� 20年度� 差し引き� 前年比（％）�

147億2,266万円� 131億2,512万円� 15億9,754万円� 12.2

同 和 地区住宅新築�
資 金 等 貸 付 事 業 �

�
4億6,246万円�

�
2億6,209万円�

�
2億37万円�

�
76.5

国 民 健 康 保 険 � 35億9,966万円� 38億9,846万円� △2億9,880万円� ▲7.7

後 期 高 齢 者 医 療 � 2億7,418万円� 2億6,692万円� 726万円� 2.7

老 　 人 　 保 　 健 � 850万円� 5億3,291万円� △5億2,441万円� ▲98.4

診　療　所　事　業� 10億4,633万円� 11億569万円� △5,936万円� ▲5.4

特
　
別
　
会
　
計�

田川郡町村公平委員会�

収 益 的 収 入 �

収 益 的 支 出 �

資 本 的 収 入 �

資 本 的 支 出 �

水 

道 

事 

業�

企 

業 

会 

計�

129万円� 129万円� 皆増�

5億7,082万円� 5億8,375万円� △1,293万円� ▲2.2

5億7,082万円� 5億8,375万円� △1,293万円� ▲2.2

9,766万円� 3億215万円� △2億449万円� ▲67.7

2億3,093万円� 4億2,480万円� △1億9,387万円� ▲45.6

平成21年度一般会計当初予算額の状況　（単位：百万円）�

町税�
1,579�

（10.7％）�

繰入金�
743（5.0％）�

その他�
1,075�

（7.30％）�

地方譲与税等�
333�

（2.3％）�
地方交付税�
5,620�

（38.2％）�

地方債�
2,939�

（20.0％）�

総務費�
1,209�
（8.2％）�

民生費�
3,892�

（26.5％）�

衛生費�
886�

（6.0％）�

労働費�
518�

（3.5％）�農林水産業費�
320�

（2.2％）�

土木費�
2,257�

（15.4％）�

教育費�
2,075�

（14.1％）�

公債費�
2,581�

（17.5％）�

4

福智町議会だより vol.7

　コスモス診療所の経営改善により、看護
師を保育所に配置変えします。これにより
０歳児の入所人数が拡大されます。�

予算額／2,059万円�
�

　妊婦の健康診査費用を助成する回数が、
５回から14回に拡大されました。�

予算額／2,403万円�

　金田公園のローラー滑り台が老朽化して
いるため、安全対策として補修および整備を
おこないます。�

予算額／1,550万円�
　田川市郡の市町村で負担金を出し合い、
消防活動や救急活動の運営に充てられて
います。�

予算額／2億7,900万円�

　方城・赤池地区の小中学校の給食を、合
同で調理する給食センターを建設します。�

予算額／11億208万円�

　長期間手入れがされず、荒廃した森林を
再生させ、健全な森林を次世代に引き継ぐ
ための事業です。�

予算額／1,188万円�

　日王の湯とふじ湯の里に、太陽熱を利用
した給湯施設を設置し、活用していきます。�

予算額／１億9,400万円�

　21年度は、衆議院議員・農業委員・町長・
議員補欠選挙がおこなわれる予定です。�

予算額／2,203万円�
�

21年度に新しく取り組む事業や、引き続き取り
組んでいく事業を、予算書からピックアップし、
紹介します。�
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3
月
4
日
、委
員
全
員
出
席
の
も
と
、

付
託
さ
れ
た
議
案
１４
件
・
発
議
１
件
に

つ
い
て
慎
重
審
議
し
た
結
果
、す
べ
て
可

決
・
同
意
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し

ま
し
た
。
�

　
委
員
会
で
の
主
な
意
見
や
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。
�

▲第二分団�

▲町民プールB＆G海洋センター�

▲第四分団�

各常任委員会報告�

総
務
文
教
常
任
委
員
会�

委
員
長
　

池
永
利
治�

【
付
託
案
件
】
�

議
案
　
第
1
号
・
2
号
・
3
号
・
4
号
・
5
号
�

　
　
　
第
8
号
・
１０
号
・
１１
号
・
１２
号
・
１３
号
�

　
　
　
第
１４
号
・
２０
号
・
２７
号
・
３４
号
�

発
議
　
第
1
号
�

補
正
予
算
に
関
し
て
�

当
初
予
算
に
関
し
て
�

問�問�問� 答�答�答�
造
成
地
の
土
壌
調
査
委
託
料
が
減
額
と
な

っ
て
い
る
が
、今
後
産
廃
の
調
査
は
行
わ
な
い
と
い

う
こ
と
か
。
�

当
初
は
赤
池
の
高
尾
地
区
を
予
定
し
て
い

た
が
、他
の
場
所
の
購
入
希
望
者
が
出
て
き
た
た

め
、ど
の
箇
所
か
ら
調
査
す
る
の
か
、ま
た
、ど
こ

ま
で
掘
り
下
げ
て
調
査
を
行
う
の
か
話
が
つ
か
ず
、

そ
の
結
果
２０
年
度
に
実
施
は
で
き
な
か
っ
た
。
　

２１
年
度
の
当
初
予
算
に
も
計
上
さ
れ
て
い
な

い
よ
う
だ
が
。
�

整
備
が
で
き
次
第
、補
正
で
対
応
し
た
い
。
�

国
か
ら
地
域
活
性
化
・
生
活
対
策
臨
時
交

付
金
と
し
て
約
1
億
4
0
0
0
万
円
交
付
さ
れ

る
が
、こ
の
内
容
は
。
�

21
年
度
に
実
施
す
る
太
陽
熱
を
利
用
し
た

エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
開
発
や
福
智
山
登
山
口
の
ト
イ

レ
設
置
な
ど
。
�

�　
　
�

�

庁
舎
整
備
工
事
費
の
内
容
を
。
�

庁
舎
の
補
修
工
事
や
町
有
地
の
管
理
、そ
し

て
神
崎
地
区
の
排
水
路
整
備
を
行
う
予
定
。
�

緊
急
雇
用
対
策
の
説
明
を
。
�

政
府
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
、福
智
町
に

は
3
年
間
で
1
7
0
0
万
円
の
補
助
金
が
出
る
。

会
社
を
解
雇
さ
れ
た
方
が
対
象
で
、半
年
間
、臨

時
職
員
と
し
て
5
名
雇
用
す
る
。
�

仕
事
内
容
は
。
�

行
政
の
通
常
業
務
の
補
佐
。
�

田
川
地
区
消
防
組
合
負
担
金
が
増
額
と
な
っ

て
い
る
が
。
�

負
担
金
率
の
変
更
が
あ
り
、2
9
0
0
万
円

の
増
額
と
な
っ
て
い
る
。
�

防
火
水
槽
の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、民

間
の
土
地
に
設
置
し
て
い
る
防
火
水
槽
に
つ
い
て
は
、

撤
去
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
今
後
の

対
応
は
。
　
　
�

現
在
協
議
中
で
あ
る
。
合
併
以
後
、使
用
料

を
払
い
個
人
の
土
地
を
借
り
て
い
た
が
、基
本
的
に

は
来
年
度
か
ら
廃
止
す
る
と
い
う
こ
と
で
了
解
を

得
て
い
る
。
�

消
防
車
は
ど
こ
に
購
入
す
る
の
か
。
�

第
二
分
団（
金
田
一
区
）と
第
四
分
団（
方
城

伊
方
）�

各
学
校
の
自
動
車
借
上
料
と
は
。
�

子
ど
も
が
学
校
内
で
病
気
に
な
っ
た
場
合
、

病
院
に
行
く
た
め
の
タ
ク
シ
ー
代
。
�

各
学
校
に
公
用
車
は
な
い
の
か
。
�

あ
り
ま
せ
ん
。
�

人
権
教
育
推
進
市
町
村
事
業
の
報
償
費
の

内
容
は
。
�

各
地
区
で
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
て
い
る
、生
け
花
・

書
道
・
踊
り
な
ど
の
各
種
教
室
に
対
す
る
講
師

謝
金
な
ど
。
�

B
&
G
の
職
員
体
制
は
。
�

現
業
職
員
が
2
名
と
臨
時
職
員
3
名
の
計

5
名
体
制
と
な
っ
て
い
る
。
�

利
用
者
数
は
。
�

年
間
約
2
万
3
5
0
0
人
。
�

�����������

21
年
度
の
基
金
積
立
額
は
。
�

2
億
2
7
0
0
万
円
を
予
定
し
て
い
る
。
�

隣
保
館
は
全
部
で
何
館
あ
る
の
か
。
�

8
館
。
�

�

問�答�問�問�問�

問�答�問�問�問�問� 答�答�答�答�問�答�問�答�

答�答�答�

答�答�問� 問�

　
3
月
5
日
、委
員
全
員
出
席
の
も
と
、

付
託
さ
れ
た
議
案
１６
件
・
諮
問
2
件
・
発

議
1
件
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
た
結
果
、

す
べ
て
可
決
・
同
意
・
採
択
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
ま
し
た
。
�

　
委
員
会
で
の
主
な
意
見
や
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。
�

厚
生
常
任
委
員
会�

委
員
長
　

堀
江
政
洋�

後
期
高
齢
者
医
療
に
関
し
て
�

当
初
予
算
（
一
般
会
計
）に
関
し
て
�

当
初
予
算
（
水
道
事
業
）に
関
し
て
�

当
初
予
算
（
住
宅
新
築
資
金
）に
�

関
し
て
�

当
初
予
算
（
町
立
診
療
所
）に
�

関
し
て
�

問�答�
町
内
で
後
期
高
齢
者
に
該
当
す
る
人
数
は
。
�

平
成
２０
年
１２
月
末
で
3
1
5
9
人
、全
人

口
の
１２
・
3
％
。
�

���

社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
助
成
金
が
、昨
年
度

よ
り
5
0
0
万
円
減
り
、6
0
0
0
万
円
と
な
っ

て
い
る
が
。
�

昨
年
、方
城
・
赤
池
社
会
福
祉
協
議
会
の
事

業
所
が
金
田
に
統
合
さ
れ
、ひ
と
つ
の
事
業
所
と

な
っ
た
た
め
。
�

第
一
保
育
所
の
統
廃
合
関
係
は
、ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。
�

民
営
化
で
の
存
続
と
い
う
方
向
で
進
み
た
い

と
、今
年
の
1
月
に
保
護
者
に
説
明
を
し
た
が
、

新
し
い
役
員
と
な
る
4
月
に
入
っ
て
改
め
て
話
を

す
る
。
�

児
童
セ
ン
タ
ー
施
設
費
で
、臨
時
職
員
賃
金

が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、職
員
体
制
は
。
�

臨
時
職
員
を
2
名
配
置
し
て
い
る
。
�

墓
地
の
草
刈
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、

個
人
で
お
こ
な
う
の
で
は
な
い
の
か
。
�

通
常
、
個
人
や
管
理
組
合
等
が
行
う
が
、

参
道
や
法
面
な
ど
の
町
有
地
は
委
託
を
し
て

い
る
。
�

ス
ズ
メ
蜂
捕
獲
委
託
料
の
説
明
を
。
�

1
件
あ
た
り
の
単
価
は
、巣
が
で
き
た
箇
所

に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
。
予
算
は
、平
均
単
価

1
万
円
で
計
上
し
、件
数
は
５０
件
の
見
込
み
と
し

て
い
る
。
�

�����������������

弁
護
士
裁
判
費
用
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、法

的
処
理
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。
�

１０
件
程
度
予
定
し
て
い
る
。
弁
護
士
費
用
は
、

1
件
あ
た
り
8
万
4
0
0
0
円
で
計
算
し
て
い
る
。
�

提
訴
す
る
基
準
は
。
�

高
額
滞
納
者
で
納
付
に
応
じ
ず
、承
諾
書

も
交
わ
さ
な
い
な
ど
の
、
悪
質
で
あ
る
と
判
断

し
た
方
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
、提
訴
の
対
象
と
し

て
い
る
。
�

����

院
内
処
方
を
院
外
処
方
と
す
る
か
、
２１
年

度
中
に
結
論
を
出
す
と
言
っ
て
い
る
が
、も
し
院

外
処
方
と
な
っ
た
と
き
は
、い
つ
か
ら
実
施
す
る

の
か
。
�平

成
２２
年
度
を
目
指
す
。
�

診
療
材
料
費
と
は
。
�

点
滴
や
注
射
器
な
ど
。
�

���

高
尾
地
区
で
鉛
管
工
事
を
実
施
し
た
が
、

上
野
の
原
田
地
区
に
も
鉛
管
が
あ
る
よ
う
だ
が
。
�

県
の
工
事
時
に
、鉛
管
が
1
箇
所
確
認
で
き

た
。
早
急
に
調
査
し
、鉛
管
の
更
新
を
お
こ
な
い

た
い
。
�町

内
で
漏
水
は
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
。
�

１８
％
漏
水
し
て
い
る
。
�

今
後
の
対
応
は
。
�

漏
水
探
査
を
今
年
も
実
施
す
る
。
ま
た
、老

朽
管
等
の
改
善
も
お
こ
な
い
、家
庭
の
メ
ー
タ
ー

器
交
換
時
も
検
査
を
お
こ
な
う
。
�

問�答�問�

問�問� 答�答�問�答�問�答�問�答�問�答�

答�問�答�

問�答�問�答�問�答�

【
付
託
案
件
】
�

議
案
　
第
6
号
・
7
号
・
２０
号
・
２１
号
・
２２
号
�

　
　
　
第
２３
号
・
２４
号
・
２５
号
・
２６
号
・
２７
号
�

　
　
　
第
２８
号
・
２９
号
・
３０
号
・
３１
号
・
３２
号
�

　
　
　
第
３３
号
�

諮
問
　
第
1
号
・
2
号
�

発
議
　
第
2
号
�

▲スズメ蜂捕獲作業�

�

▲児童センター（方城）�

6
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▲見通しが悪い変則的な交差点（小峠）�

▲3月下旬から�
　受付が始まった定額給付金�

　
3
月
6
日
、委
員
全
員
出
席
の
も
と
、

付
託
さ
れ
た
議
案
5
件
・
発
議
1
件
に

つ
い
て
慎
重
審
議
し
た
結
果
、す
べ
て
可

決
・
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。
�

　
委
員
会
で
の
主
な
意
見
や
質
疑
は
次

の
と
お
り
で
す
。
�

産
業
建
設
常
任
委
員
会�

委
員
長
　

大
島
勇
夫�

町
営
住
宅
条
例
の
改
正
に
関
し
て
�

当
初
予
算
（
一
般
会
計
）に
関
し
て
�

問�答�
暴
力
団
員
の
入
居
等
を
阻
止
す
る
措
置
が

取
ら
れ
て
い
る
が
、暴
力
団
員
で
あ
る
と
い
う
認

定
は
、ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
。
�

田
川
署
へ
照
会
し
、回
答
を
い
た
だ
く
。
�

各
住
宅
に
よ
っ
て
、入
居
の
手
続
き
が
違
い

統
一
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
だ
が
。
　
　
�

旧
3
町
の
慣
例
に
よ
り
行
っ
て
い
る
た
め
統

一
さ
れ
て
い
な
い
が
、整
理
を
し
て
い
き
た
い
。
�

現
在
進
行
し
て
い
る
、建
設
計
画
の
町
営
住

宅
一
戸
あ
た
り
の
面
積
に
、ば
ら
つ
き
が
あ
る
よ

う
だ
が
。
�

建
物
の
規
模
構
造
に
よ
っ
て
、国
が
示
し
た

標
準
建
設
面
積
に
よ
り
異
な
る
。
�

���

道
路
新
設
改
良
工
事
費
が
4
2
0
0
万
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、こ
の
理
由
は
。
�

主
に
、入
札
し
た
結
果
の
差
額
分
。
�

定
額
給
付
金
は
、税
金
等
滞
納
者
に
も
支

給
す
る
の
か
。
�

各
世
帯
へ
の
景
気
対
策
が
目
的
な
の
で
、滞

納
者
に
も
支
給
す
る
。
�

信
号
機
設
置
の
要
望
は
ど
こ
に
す
れ
ば
よ
い

の
か
。（
小
峠（
旧
頴
田
町
と
の
境
））�

田
川
警
察
署
に
な
る
。
町
に
要
望
書
が
出
れ

ば
、町
長
名
で
警
察
署
に
要
望
書
を
出
す
。
�

�������������

道
路
の
白
線
も
同
様
か
。
�

町
道
の
外
側
線
や
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
な
ど
は

町
で
対
応
で
き
る
が
、交
通
規
制
に
係
る
黄
色
の

線
や
一
旦
停
止
線
な
ど
は
、公
安
委
員
会
の
管
轄

に
な
る
。
�

今
年
の
4
月
1
日
に
赤
池
・
金
田
商
工
会
が

合
併
し
、方
城
商
工
会
は
ま
だ
し
て
い
な
い
。
商
工

会
助
成
金
で
5
4
0
万
円
計
上
し
て
い
る
が
、こ
の

内
訳
は
。
�

赤
池
・
金
田
商
工
会
に
3
分
の
2
、方
城
に
3

分
の
1
。
�

合
併
し
な
い
こ
と
で
、県
か
ら
罰
則
等
は
な

い
の
か
。
�

町
が
合
併
を
し
て
3
年
以
内
に
商
工
会
が

合
併
を
し
な
い
と
、色
々
な
罰
則
が
あ
る
。
今
年

の
3
月
３１
日
が
そ
の
期
限
だ
っ
た
が
、県
が
1
年

間
の
猶
予
期
間
を
く
れ
、来
年
の
3
月
３１
日
ま
で

に
合
併
す
れ
ば
原
則
認
め
て
く
れ
る
。
�

����������

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
等
導
入
促
進
事
業
の
工
事

内
容
の
説
明
を
。
�

太
陽
熱
を
利
用
す
る
事
業
で
、日
王
の
湯
と

ふ
じ
湯
の
里
に
設
置
す
る
。
主
に
ソ
ー
ラ
ー
の
パ

ネ
ル
設
備
と
配
管
工
事
。ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
は
屋

根
に
設
置
せ
ず
、用
地
を
確
保
し
て
平
地
に
設

置
す
る
。
�

町
営
住
宅
は
、全
部
で
何
戸
あ
る
の
か
。
�

2
0
0
7
戸
。
�

町
営
住
宅
の
中
に
は
、駐
車
す
る
場
所

が
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
。
放
置
さ
れ
た
雑
種
地
な

ど
を
、駐
車
場
と
し
て
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
。
�

��

問�問�問�問� 答�答�答�答�

問�答�問�答�問�答�

問�答�問�答�問�答�

各常任委員会報告�

補
正
予
算
に
関
し
て
�

▲赤池・金田町商工会が合併し、�
　福智町商工会となった�

意
見
�

【
付
託
案
件
】
�

議
案
　
第
9
号
・
１８
号
・
１９
号
・
２０
号
・
２７
号
�

発
議
　
第
3
号
�

8

福 智 町 診 療 所 改 善 協 議 会 �

諸般の報告�諸般の報告�
　町行政に議会の意見を反映させるため、各委員会に議員が

選出されています。3月定例会において、今までの審議内容等

の報告がありましたので、ここでご紹介します。�

　平成20年12月本会議開催中、浦田町長よりコスモス・

方城両診療所の改革に対する協議会参画の要請を受け、

議員6名の参加となりました。�

　平成21年1月9日、福智町両診療所改善協議会発足。�

　以後、1月23日・2月3日・2月13日・2月19日に全員

での協議会（その間、議会議員による協議会を3回おこな

う）、合計8回において、種々のデータをもとに2～3時間

に及ぶ時間をかけて、綿密かつ責任ある協議を積み重ね

た結果、浦田町長宛に内容の提示をおこないました。�

　そして、2月26日福智町診療所協議会において、浦田

町長の決裁報告がおこなわれました。�

�

【内容】�

1. 職員数の大幅カット（コスモス診療所は方城診療所と同  

じく8名の看護師数とする）�

2. 平成21年度より両診療所、医師2名とする�

3. 検査技師2名を1名とする�

4. 両診療所の課長職を除く（係長・事務員の2名体制と

する）�

5. 平成21年度中において、両診療所の院内処方箋を院外

処方箋とする�

6. デイサービスは早急に廃止する�

�

　以上の改善策をもって、平成21年度の経営結果を待

つという結論に達しました。�

　最後に、今回の改善協議会に携わって特に感じたことは、

コスモス診療所の全職員が、それぞれの業務に対する経

営感覚を見失っている、その一言に尽きるようです。�

　収支のバランスを崩して、莫大な累積赤字を抱えたコ

スモス診療所の前途を、なぜ真剣に考えようとしなかっ

たのか。大切な良心を見失ったというか、まさにその人

間性を疑わざるを得ません。�

　できることなら、福智町2万6千人の全町民のために

も、大切な税金であるということを決して忘れないで頂

きたい。�

　今般の協議会の決定が、これからの福智町の行財政

改革につながることができれば、本協議会に参加した者

として幸いです。�

　平成20年8月に、第1回目の委員会を開催し、平成21年

2月23日までの間、計6回の委員会を開催しました。委員

構成は、議員7名（各常任委員会より選出）・各学校長3名・

ＰＴＡ代表5名の計15名となっています。�

　はじめに、センター建設に関わる衛生管理基準・児童生

徒の推移・計画食数・面積などについて事務局より説明を

受けました。�

　その後、慎重審議をおこない、給食センターは建設後30

年以上は使用する建物であり、長期的視野で検討をおこな

うべき、との意見が一致しました。�

　この給食センターは、学校給食をつくる施設だけという考

えではなく、有事・災害などの発生時において、唯一対応で

きる施設としての活用も視野に入れたところで、規模や構造

を考え、より良い施設の建設をおこなうべきとの意見がまと

まり、下記内容の施設に学校給食センター建設委員会として

決定しています。�

記�

・現在の赤池・方城の学校給食センターを統合し、6校対

　応分の給食センター建設を目指す�

・建設場所は、福智町弁城4187番地とする　�

・池永　利治　　・皆川　高司　　・堀江　政洋�
・吉田　　剛　　・片岡　文雄　　・浦田　光由�
・原田　　正�

選
出
議
員�

・属　　公弘　　・大島　勇夫　　・堀江　政洋�

・吉田　　剛　　・片岡　文雄　　・浦田　光由�

選
出
議
員�

～現　況～�

～改築後～�

学校給食センター建設委員会�
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議員�

※一般質問は受付順に掲載しています。�

一
般
質
問�

一
般
質
問�

��������

確
定
申
告
が
2
月
１６
日
か
ら
約
1
ヶ
月
間
お
こ
な

わ
れ
ま
す
が
、受
付
場
所
が
本
庁
だ
け
と
な
っ
て
お

り
、町
民
の
方
々
か
ら
苦
情
が
出
て
い
ま
す
。
受
付
場
所
を

本
庁
だ
け
の
1
箇
所
に
決
め
た
理
由
は
何
で
す
か
。
�

【
町
長
】
　
福
岡
国
税
局
長
か
ら
確
定
申
告
の
書

類
作
成
の
許
可
は
、税
務
課
長
１
人
し
か
認
め
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、本
庁
で
し
か
受
付
は
し
て
い

ま
せ
ん
が
、確
定
申
告
の
書
類
は
支
所
で
も
受
け
取
り
、修

正
が
あ
っ
た
場
合
で
も
、そ
の
後
の
対
応
は
支
所
で
お
こ
な
っ

て
い
ま
す
。
�

�

年
配
の
方
が
本
庁
ま
で
来
る
こ
と
は
、方
城
・
赤
池

の
方
々
に
と
っ
て
は
特
に
労
を
要
し
ま
す
。
い
ず
れ

に
し
て
も
確
定
申
告
に
協
力
し
て
い
る
町
民
の
方
々
、年
配

者
の
方
々
に
対
し
て
は
敬
意
を
表
す
ぐ
ら
い
の
気
持
ち
が

あ
っ
て
い
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
住
宅
火
災
警
報
器
に
つ
い

て
お
尋
ね
し
ま
す
。
公
営
住
宅
の
安
全
性
の
確
保
お
よ
び
居

住
性
の
向
上
を
目
的
に
、警
報
器
を
設
置
す
る
と
の
こ
と
で

す
が
、赤
村
な
ど
は
全
村
民
の
家
庭
に
器
具
を
取
り
付
け
た

と
聞
き
ま
し
た
。
町
長
の
お
考
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

【
町
長
】
　
消
防
法
の
改
正
に
よ
り
、今
年
の
5
月

３１
日
ま
で
に
防
災
機
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
現
在
、町
営
住
宅
に
つ
い
て
は
順
次
設
置
を
し
、約

1
9
0
0
戸
の
取
り
付
け
を
終
え
て
い
ま
す
。
個
人
の
民
家

に
つ
い
て
は
、所
有
者
で
の
設
置
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
�

�

個
人
の
住
宅
を
持
っ
た
方
で
も
、高
齢
者
の
一
人
暮

ら
し
や
体
が
弱
く
働
け
な
い
方
、身
障
者
の
方
、ま

た
子
育
て
に
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い
る
母
子
家
庭
の
方
な

ど
、
同
じ
町
民
で
あ
り
な
が
ら
生
命
を
守
る
と
い
う
こ
と

に
、何
ら
変
わ
り
は
な
い
と
思
う
の
で
す
が
、町
長
は
ど
う

と
ら
え
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
町
民
の
命
と
安
全
を
守
る
こ
と
は
行

政
の
責
務
だ
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、個
人
の
家

や
土
地
の
所
有
権
は
そ
れ
ぞ
れ
の
個
々
に
あ
り
ま
す
。
し

か
し
町
営
住
宅
の
所
有
権
は
私
ど
も
行
政
と
な
り
ま
す
。

安
全
性
や
所
有
物
に
対
す
る
管
理
は
、所
有
者
に
属
す
る

と
私
は
考
え
ま
す
。
そ
の
た
め
、個
人
の
家
に
つ
い
て
は
、個

人
の
方
々
に
管
理
を
し
て
い
た
だ
く
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、定
額
給
付
金
の
中
で
、で
き
た
ら
そ
う
い
っ
た
方
々

も
購
入
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

町
長
、あ
な
た
は
冷
た
い
で
す
ね
。
定
額
給
付
金
を

使
い
な
さ
い
な
ど
…
。
全
町
民
に
設
置
す
る
こ
と
が

一
番
の
理
想
で
し
ょ
う
が
、予
算
等
も
伴
い
ま
す
の
で
、せ
め

て
弱
者
の
方
た
ち
だ
け
で
も
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
こ
の
件
に
つ
い
て
は
、我
々
も
十
分
受

け
止
め
て
、こ
れ
か
ら
担
当
課
と
精
査
・
検
討
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

次
に
行
財
政
改
革
と
統
廃
合
に
つ
い
て
お
尋
ね
し

ま
す
。
合
併
後
3
年
間
の
成
果
を
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。
�【

町
長
】
　
選
挙
公
約
あ
る
い
は
就
任
後
に
約
束

し
た
件
に
つ
い
て
は
、芽
が
出
た
も
の
も
あ
り
ま
す

し
、す
で
に
実
施
を
し
て
い
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
お
約
束

し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、私
な
り
に
努
力
を
し
て
い
ま
す
が
、

第
三
者
的
に
見
て
、実
現
で
き
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、

努
力
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
見
方
も
あ
る
と

思
い
ま
す
。
し
か
し
、進
捗
度
合
い
は
別
に
し
ま
し
て
も
、

努
力
は
し
て
お
り
ま
す
。
�

�

町
長
自
身
の
判
断
で
は
、か
な
り
よ
い
評
価
を
し
て

い
る
よ
う
で
す
が
、実
際
は
そ
う
な
っ
て
な
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
長
の
施
政
方
針
を
見
ま
す
と
、あ

ま
り
に
も
綺
麗
す
ぎ
る
理
想
で
、本
当
の
町
長
の
思
い
が
入
っ

て
い
な
い
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。
合
併
後
3
年
間
の
中
で
、

重
荷
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ
の
重
荷
を

下
ろ
す
た
め
に
も
、施
政
方
針
の
中
で
そ
の
よ
う
な
事
を
う

た
い
、議
会
に
示
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
施
政
方
針
は
3
月
3
日
の
議
会
冒
頭

に
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。
こ
の
施
政
方
針
は
、平

成
２1
年
度
の
諸
施
策
に
つ
い
て
、現
状
の
気
持
ち
を
率
直

に
書
き
、皆
様
に
報
告
を
し
て
い
ま
す
。
�

�

町
長
に
は
、ぶ
れ
が
あ
り
ま
す
。
議
会
議
員
だ
け
で

な
く
、町
民
の
方
か
ら
も
、そ
の
よ
う
な
声
が
聞
か

れ
始
め
ま
し
た
。こ
の
よ
う
な
意
見
を
真
摯
に
受
け
止
め
て
、

町
政
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
政
治
家
と
は
、町
民
の
代
表

と
し
て
執
行
権
を
利
用
し
、町
長
が
政
治
を
司
る
。
大
な
り

小
な
り
そ
う
い
っ
た
形
が
政
治
家
で
あ
る
。
し
か
し
政
治
屋

に
な
っ
た
ら
も
う
政
治
家
も
終
わ
り
だ
、と
こ
の
よ
う
に
私

は
聞
い
て
お
り
ま
す
。
だ
か
ら
、町
長
は
あ
と
残
り
一
年
間
を

政
治
家
と
し
て
全
う
し
て
務
め
て
終
わ
る
の
か
、あ
る
い
は
一

年
間
は
政
治
屋
と
し
て
や
っ
て
い
く
の
か
、私
は
危
惧
す
る

と
こ
ろ
で
す
が
、い
ず
れ
に
し
ま
し
て
も
、し
っ
か
り
残
り
一
年

間
を
が
ん
ば
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
要
望
い
た
し
ま
し
て
、私

の
質
問
を
終
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
回
答
は
結
構
で
す
。
�

�

　
月
定
例
会�

3

大島勇夫�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�
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�������

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
合
併
前

の
協
議
会
で
は
、単
独
校
方
式
で
検
討
す
る
と
の
こ

と
で
し
た
。
合
併
後
の
平
成
１９
年
に
な
る
と
、新
た
に
給
食

セ
ン
タ
ー
を
建
設
す
る
と
広
報
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
が
、単

独
校
方
式
を
希
望
す
る
署
名
活
動
が
町
民
の
方
々
か
ら
起

こ
り
、5
0
1
3
人
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
署
名

を
請
願
書
と
し
て
議
会
に
提
出
す
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て

い
ま
し
た
が
、教
育
委
員
会
よ
り
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
で
は

な
く
現
状
維
持
と
す
る
こ
と
の
報
告
が
各
学
校
に
あ
り
、ま

た
教
育
長
の
要
請
も
あ
っ
て
、こ
の
請
願
書
を
取
り
下
げ
ま

し
た
。
そ
の
後
、平
成
１９
年
3
月
定
例
会
で
、各
議
員
が
町
長
・

教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。「
今
後
こ
の
方
式
は
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
か
。
」
と
い
う
問
い
に
、教
育
長
は
「
た
び
重

な
る
審
議
の
末
に
出
し
た
結
論
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、ぶ
れ

る
つ
も
り
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
」
と
答
弁
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

「
将
来
上
野
小
学
校
と
弁
城
小
学
校
に
給
食
室
を
つ
く
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。
」
と
い
う
問
い
に
、町
長
は
「
そ
う
い
う

方
向
で
検
討
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
」
と
答
え
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
答
弁
し
た
に
も
関
わ
ら
ず
、そ
の
後
給
食

セ
ン
タ
ー
方
式
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
変
更
し
た
理

由
が
き
ち
ん
と
説
明
さ
れ
て
い
な
い
と
思
う
の
で
す
が
。
�

【
町
長
】
　
一
般
質
問
で
回
答
を
そ
の
都
度
し
て
い

ま
す
の
で
、説
明
を
果
た
し
て
い
る
、あ
る
い
は
ご

理
解
を
い
た
だ
い
て
い
る
と
理
解
し
て
い
ま
す
。
�

�

保
護
者
や
署
名
活
動
に
参
加
し
た
町
民
の
方
々

に
も
広
く
説
明
し
、
町
民
の
理
解
を
求
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
こ
で
審
議
し
て
セ
ン
タ
ー

方
式
に
決
め
た
の
で
す
か
。
�

【
教
育
長
】
　
教
育
委
員
会
で
話
し
合
い
を
し
、も

ち
ろ
ん
町
長
と
も
合
議
を
し
、経
費
の
面
か
ら
も

方
城
・
赤
池
地
区
を
合
わ
せ
た
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
設
と

い
う
方
向
に
転
換
し
ま
し
た
。
�

�

セ
ン
タ
ー
方
式
は
食
育
に
良
い
と
思
い
ま
す
か
。
�

�【
教
育
長
】
　
そ
れ
ほ
ど
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と

思
い
ま
す
。
�

�

食
育
に
つ
い
て
セ
ン
タ
ー
方
式
と
自
校
式
は
比

べ
も
の
に
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
私
は
金
田
小
・

中
学
校
に
通
い
ま
し
た
が
、
食
器
を
洗
う
音
や
カ
レ
ー

や
シ
チ
ュ
ー
の
匂
い
、
と
て
も
給
食
時
間
が
待
ち
遠
し
く
、

残
さ
ず
食
べ
て
い
ま
し
た
。
自
校
式
だ
と
そ
の
よ
う
な
子

ど
も
の
感
情
も
わ
き
、
調
理
の
方
が
一
生
懸
命
つ
く
っ
て

い
る
の
だ
か
ら
残
さ
ず
に
食
べ
な
い
と
、
と
い
っ
た
気
持

ち
に
も
な
っ
て
き
ま
す
。
将
来
を
考
え
た
と
き
、
ど
う
し

て
も
給
食
セ
ン
タ
ー
が
良
い
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
経
費
の

面
か
ら
い
っ
て
も
、
や
は
り
自
校
式
が
良
い
と
た
ど
り
つ

き
ま
す
。
教
育
長
・
町
長
の
答
弁
を
聞
き
、
判
断
し
、
考

え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
次
に
雇
用
対
策
に
つ
い
て

お
尋
ね
し
ま
す
。
世
界
同
時
不
況
が
進
む
中
、
雇
用
不
安

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。
福
智
町
内
に
お
い
て
も
、
自
動
車
・

電
気
部
品
の
製
造
業
で
働
い
て
い
る
非
正
規
労
働
者
の

方
が
、
派
遣
切
り
や
解
雇
に
あ
い
、
身
近
な
方
々
の
中
に

も
現
在
仕
事
が
な
い
と
い
う
方
が
数
多
く
い
ま
す
。
こ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
町
長
は
緊
急
対
策
を
何
か
考
え
て
い
ま

す
か
。
�【

町
長
】
　
平
成
２１
年
度
の
当
初
予
算
に
関
連
す

る
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。
国
か
ら
各
都
道
府

県
に
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
指
示
が
出
さ
れ
、福
岡
県
で

も
緊
急
雇
用
創
出
事
業
の
基
金
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
基
づ
き
、福
岡
県
下
の
各
市
町
村
が
、離
職
し
た
方
や

解
雇
さ
れ
た
方
な
ど
を
緊
急
に
雇
用
し
、福
智
町
で
も
5

人
の
雇
用
を
予
定
し
、当
初
予
算
で
計
上
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金
と
い
う
制
度
も
福

岡
県
で
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
、県
か
ら
詳
細
な
説
明

が
あ
る
と
思
い
ま
す
の
で
、こ
の
交
付
金
に
つ
い
て
も
、対

応
を
考
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

公
共
事
業
の
前
倒
し
も
、
即
雇
用
に
つ
な
が
る
の

で
検
討
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
地
域
の
景
気
振
興
・
雇
用
創
出
の
観
点

か
ら
、今
年
度
予
算
は
前
年
度
予
算
よ
り
１２
・
3
％

の
予
算
増
で
、何
と
か
対
応
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

【
財
政
課
長
】
　
太
陽
熱
利
用
シ
ス
テ
ム
や
日
王

の
湯
の
貯
水
タ
ン
ク
、福
智
山
登
山
口
の
設
置
工

事
な
ど
が
前
倒
し
事
業
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
か
ら
の
補

助
金
は
、約
1
億
4
千
万
円
の
予
定
で
す
。
�

�

消
防
格
納
庫
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
平
成
１９

年
の
9
月
定
例
会
で
町
長
は
、
上
金
田
地
区
に
あ

る
第
3
分
団
の
格
納
庫
は
改
善
の
方
向
で
考
え
た
い
と
答

弁
し
ま
し
た
。
し
か
し
、そ
の
後
ま
っ
た
く
改
善
さ
れ
て
い

ま
せ
ん
。
町
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
の
消
防
活
動

が
迅
速
に
行
え
る
よ
う
、
早
く
整
備
し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
地
元
の
区
長
・
区
長
代
理
や
、第
3
分

団
長
・
副
分
団
長
な
ど
と
昨
年
の
8
月
に
協
議
を

し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、こ
の
地
域
に
は
農
業
用
倉
庫
が
あ

る
の
で
、こ
の
施
設
を
改
築
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
提
案

を
し
て
い
ま
す
。
た
だ
、地
元
か
ら
具
体
的
な
回
答
が
な
い

の
で
、現
在
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
ま
す
。
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�
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質
問
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

回
答
�

������

前
回
１２
月
議
会
で
皆
さ
ん
方
に
宿
題
を
残
し
て
い
ま

し
た
。
福
智
町
の
行
財
政
改
革
大
綱
に
伴
う
実
施
計

画
の
内
容
と
各
課
の
取
り
組
み
と
い
う
形
で
、私
は
質
問
を
や

め
た
の
で
す
が
、自
分
の
と
こ
ろ
に
つ
い
て
の
行
革
は
ど
う
あ

る
か
、機
構
改
革
を
す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
の
か
、教
え
て
く

だ
さ
い
。
�【

総
務
課
長
】
　
公
共
施
設
統
廃
合
に
つ
い
て
は
、具

体
的
に
そ
れ
ぞ
れ
進
め
て
い
き
、解
体
計
画
や
設
計

等
は
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
以
外
の
ほ
か
の
件
に
つ
い
て
は
、十

分
な
議
論
を
や
っ
て
い
る
と
い
う
状
況
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う

に
思
っ
て
い
ま
す
。
�

�

行
革
大
綱
に
は
、進
捗
状
況
の
点
検
を
毎
年
実
施
し
、

適
切
な
進
行
管
理
に
努
め
る
と
あ
る
。
そ
こ
で
、進

捗
状
況
の
点
検
と
適
切
な
管
理
、進
行
管
理
、今
日
ま
で
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
き
た
の
か
、そ
の
実
績
資
料
と
提
出
を
あ
わ
せ

て
、説
明
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
公
共
施
設
の
効
率
的
活
用

と
い
う
中
で
、指
定
管
理
者
制
度
や
業
務
委
託
と
い
っ
た
民
間

活
力
の
導
入
を
行
う
と
と
も
に
、町
民
等
と
の
協
働
も
含
め
、

既
存
公
共
施
設
の
活
用
の
検
討
を
行
う
と
あ
り
、1
．公
共
施

設
の
利
用
状
況
を
総
点
検
す
る
。
2
．無
駄
な
施
設
を
廃
止
し

た
り
、同
じ
よ
う
な
施
設
を
統
合
す
る
。
3
．民
間
へ
の
売
却
、

委
託
、貸
し
出
し
の
検
討
を
す
る
。
4
．施
設
の
移
転
に
よ
る

効
果
的
活
用
の
模
索
。
5
．幼
児
教
育
、体
育
を
含
み
ま
す
が
、

学
校
教
育
、社
会
教
育
、生
涯
学
習
等
、子
ど
も
の
健
全
育
成

の
た
め
の
教
育
条
件
の
整
備
と
、こ
う
い
う
ふ
う
に
う
た
わ
れ

て
い
ま
す
。こ
れ
あ
な
た
方
が
つ
く
っ
た
ん
で
す
よ
、そ
れ
に
対

し
て
あ
な
た
方
が
や
る
か
や
ら
な
い
か
そ
の
点
を
お
聞
き
申

し
上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

【
公
民
館
兼
社
会
体
育
課
長
】
　
担
当
す
る
施
設
が

全
部
で
１８
箇
所
あ
り
、
２１
年
の
4
月
か
ら
、使
用
料
に

つ
い
て
は
大
体
２０
％
の
値
上
げ
を
行
い
ま
す
。
そ
の
施
設
も
現

在
、有
効
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、今
の
時
点
で
統
廃
合

あ
る
い
は
廃
止
と
い
う
こ
と
は
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
教
育
委

員
会
の
中
の
機
構
改
革
に
つ
い
て
は
、公
民
館
と
い
う
の
は
、

地
域
に
対
す
る
集
会
所
等
を
中
心
と
し
た
地
域
活
動
で
す
の

で
、生
涯
学
習
と
の
協
力
な
く
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
の
で
、そ

の
統
合
と
い
う
か
、2
課
を
1
課
に
す
る
と
い
う
方
向
で
、考

え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
�

�

合
併
し
て
3
年
。
見
直
し
と
い
う
も
の
を
段
階
を
踏

ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
行
財
政
改
革
と
い

う
も
の
に
、危
機
感
を
持
っ
て
、み
ん
な
が
ど
こ
か
ら
取
り
組

ん
で
い
く
の
か
、ど
こ
か
ら
煮
詰
め
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と

ぐ
ら
い
考
え
な
け
れ
ば
い
か
ん
。こ
こ
ま
で
放
置
し
て
い
る
こ

と
に
対
し
て
言
っ
て
い
る
。
今
日
の
返
事
は
難
し
い
み
た
い
な

の
で
、次
に
回
し
ま
す
。
�

　
ふ
じ
湯
の
里
と
日
王
の
湯
の
ソ
ー
ラ
ー
に
対
し
て
の
国
か

ら
の
補
助
金
は
。
�

【
産
業
振
興
課
長
】
　
ソ
ー
ラ
ー
に
対
す
る
補
助
金

と
し
て
は
、1
億
4
千
万
円
で
、
２０
年
度
に
7
7
0
0

万
円
使
い
、残
り
は
２１
年
度
と
い
う
こ
と
で
す
。
�

膨
大
な
金
を
出
す
の
で
す
か
ら
、ふ
じ
湯
、日
王
の
湯

に
し
て
も
、今
の
業
務
体
制
、給
料
を
含
め
、合
理
的

な
面
を
考
え
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
�

　
次
に
、建
設
事
業
の
要
望
の
中
で
、特
に
急
ぎ
の
も
の
を
含

め
、し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
に
つ
い
て
、あ
な
た
は
ど
の
く

ら
い
割
合
が
あ
る
と
思
い
ま
す
か
。
�

【
建
設
課
長
】
　
答
え
に
く
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、

要
望
の
あ
る
分
に
つ
い
て
は
8
割
方
は
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
難
し
い
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
が
、そ
の
辺

も
ま
た
詰
め
な
が
ら
、予
算
に
反
映
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

最
新
の
全
体
的
な
徴
収
率
と
保
育
料
の
徴
収
率
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

【
税
務
課
長
】
 
1
月
末
時
点
に
お
き
ま
し
て
、全
体

的
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、現
年
が
７８
・
6
％
、過
年
が

5
・
6
％
で
す
。
�

【
福
祉
課
長
】
　
保
育
料
は
現
年
度
で
７５
・
2
％
、過

年
度
で
6
％
で
す
。
�

�

現
年
度
の
徴
収
率
が
７５
・
2
％
、金
田
の
保
育
所
、赤

池
の
保
育
所
、方
城
の
保
育
所
の
内
訳
は
い
く
ら
で

す
か
。
平
成
１９
年
を
見
る
と
、金
田
の
神
崎
保
育
所
に
つ
い
て

は
、約
1
0
0
％
い
っ
て
い
た
と
こ
ろ
も
見
え
た
が
、平
均
し
て

７５
・
2
％
だ
と
、こ
の
徴
収
率
は
相
当
落
ち
て
き
て
い
る
と
思

う
。
こ
う
い
う
こ
と
か
ら
き
ち
ん
と
し
な
い
と
、保
育
所
の
建

て
替
え
も
、何
も
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
�

【
福
祉
課
長
】
　
こ
れ
は
１
月
末
現
在
で
ご
ざ
い
ま
す
。

各
保
育
所
別
は
、違
っ
た
別
の
数
字
が
出
て
く
る
と

思
い
ま
す
。
�

回
答
�

質
問
�

質
問
�

回
答
�

質
問
�
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定
額
給
付
金
は
、
い
つ
頃
を
予
定
し
て
い
ま
す

か
。
�

【
町
長
】
　
3
月
２３
日
に
は
全
町
民
へ
書
類
を

送
付
し
、
4
月
の
下
旬
に
は
支
給
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
想
定
し
て
い
ま
す
。
�

�

定
額
給
付
金
に
か
か
る
経
費
を
予
算
化
し
て
い

れ
ば
、
申
請
書
も
す
ぐ
に
送
付
で
き
、
今
か
ら

で
も
配
る
体
制
が
で
き
た
は
ず
な
の
で
す
が
、
町
長
は

ど
う
い
う
考
え
を
持
っ
て
お
ら
れ
た
の
で
す
か
。
�

【
町
長
】
　
国
の
第
二
次
予
算
が
通
り
、
す
ぐ
に

支
給
を
開
始
し
た
自
治
体
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、

こ
の
予
算
自
体
が
危
う
い
動
き
も
あ
り
ま
し
た
。
私
ど

も
と
し
て
は
、
予
算
が
国
会
を
通
っ
た
後
に
取
り
組
む

と
い
う
選
択
を
し
た
わ
け
で
す
が
、
最
大
限
に
早
い
時

期
で
支
給
で
き
る
よ
う
、
今
回
の
対
応
を
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
�

�

町
民
の
方
は
待
っ
て
い
ま
す
。
手
続
き
等
を
敏

速
に
お
こ
な
い
、
実
行
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
1
日
で
も
早
く
支
給
が
で
き
る
よ
う

に
準
備
を
進
め
、作
業
を
開
始
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

給
付
金
を
福
智
町
内
で
消
費
を
し
て
い
た
だ
く

よ
う
に
、
手
を
打
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
が
。
�【

町
長
】
　
地
域
の
商
店
を
使
っ
て
も
ら
う
よ

う
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

次
に
妊
婦
健
診
に
つ
い
て
で
す
が
、
国
会
で
の

法
の
成
立
に
よ
り
、
従
来
個
人
負
担
で
あ
っ
た

分
も
、
公
費
で
負
担
す
る
動
き
が
始
ま
っ
て
き
て
い
ま

す
。
福
智
町
で
は
い
つ
か
ら
そ
の
体
制
が
と
れ
る
の
か

お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
先
日
保
健
課
長
よ
り
見
事
な
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
に
再
度
ご
説
明
を
お

願
い
し
ま
す
。
�

【
保
健
課
長
】
　
福
智
町
で
は
、今
年
の
1
月
２７

日
よ
り
遡
っ
て
適
用
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
こ
れ
は
田
川
市
郡
の
中
で
も
福
智
町
だ
け
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、実
家
に
帰
っ
て
の
里
帰
り
出
産

に
つ
い
て
も
、
２０
年
度
か
ら
助
成
が
で
き
る
よ
う
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
２１
年
度
か
ら
全
国
的
に
取
り
組

み
が
お
こ
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
先
駆
け

て
福
智
町
で
は
実
施
す
る
よ
う
に
進
め
て
い
ま
す
。
�

�

福
智
町
が
田
川
市
郡
内
で
、
い
ち
早
く
手
を
打

た
れ
た
こ
と
は
、
大
変
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
続
き
ま
し
て
、
幼
児

期
の
経
済
負
担
を
軽
減
す
る
目
的
で
、
子
育
て
応
援
特

別
手
当
が
緊
急
対
策
と
し
て
決
ま
り
ま
し
た
。
福
智
町

で
は
、い
つ
か
ら
支
給
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
定
額
給

付
金
と
一
緒
に
も
ら
え
た
ら
、
と
い
う
方
も
い
ま
す
が
。
�

【
福
祉
課
長
】
　
現
時
点
で
対
象
児
童
数
が

3
8
9
人
、世
帯
数
で
は
3
7
1
世
帯
と
な
っ
て

い
ま
す
。
対
象
者
の
抽
出
は
で
き
て
い
ま
す
の
で
、定
額
給

付
金
と
あ
わ
せ
て
早
急
に
支
払
い
を
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

出
産
費
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
こ
れ
も
一
時

的
な
措
置
な
の
で
す
が
、
３８
万
円
に
4
万
円
上

乗
せ
さ
れ
、
４２
万
円
と
な
り
ま
す
。
福
智
町
で
は
、い
つ

か
ら
こ
れ
が
受
け
ら
れ
る
の
で
す
か
。
ま
た
、
事
前
に
申

請
す
れ
ば
、
病
院
側
が
親
に
代
わ
り
、
公
的
医
療
保
険

か
ら
出
産
費
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
が
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
福
智
町
と
し
て
、
ど
う
取

り
組
ん
で
い
き
ま
す
か
。
�

【
住
民
課
長
】
　
今
年
の
1
月
か
ら
、
３５
万
円
か

ら
３８
万
円
に
な
り
ま
し
た
。
４２
万
円
に
は
、
２１

年
１０
月
か
ら
と
い
う
こ
と
で
、
厚
生
労
働
省
が
検
討
し

て
い
ま
す
。
国
が
確
定
し
、
法
の
改
正
が
整
え
ば
、
条
例

も
整
備
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

子
ど
も
は
町
の
宝
、
子
ど
も
が
絶
え
れ
ば
町
は

成
り
立
た
ち
ま
せ
ん
。
子
育
て
に
ど
れ
だ
け
力

を
入
れ
、
そ
し
て
高
齢
者
を
ど
れ
だ
け
大
事
に
す
る
か
、

も
ち
ろ
ん
そ
れ
以
外
の
世
代
の
方
も
大
事
に
し
な
け
れ

ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
に
本
当
に
心
あ
る
、
町
長
の
お

気
持
ち
と
考
え
が
町
民
の
皆
さ
ん
に
伝
わ
れ
ば
、
そ
れ

こ
そ
麗
し
い
町
の
確
立
が
、
可
能
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
町
民
の
ニ
ー
ズ
が
今
ど
こ
に

あ
る
の
か
、
慎
重
に
吟
味
し
、
町
政
に
あ
た
っ
て
い
た
だ

き
た
い
と
お
願
い
し
ま
す
。
回
答
は
結
構
で
す
。
�

��
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『
観
光
の
町
づ
く
り
』
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。

町
長
は
施
政
方
針
で
、
観
光
促
進
委
員
会
の
答

申
を
指
針
に
す
る
と
言
い
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
の
8
月

に
出
さ
れ
る
、ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
策
定
委
員
会
の
答

申
に
つ
い
て
も
、
可
能
な
限
り
実
現
を
図
っ
て
い
く
と
言

い
ま
し
た
。
観
光
促
進
委
員
会
の
答
申
と
、
ま
ち
づ
く
り

実
施
計
画
策
定
委
員
会
の
答
申
、こ
の
2
つ
を
ど
の
よ
う

に
判
断
し
整
理
し
て
い
く
の
で
す
か
。
�

【
町
長
】
　
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
策
定
委
員
会
に
、

観
光
促
進
委
員
会
の
答
申
を
参
考
と
し
て
渡
し
て

い
ま
す
。
現
在
、ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
策
定
委
員
会
が
議

論
を
し
て
い
ま
す
が
、両
委
員
会
と
も
か
け
離
れ
て
い
な
い

状
況
だ
と
判
断
し
て
い
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
実
施
計
画
策

定
委
員
会
は
5
月
に
中
間
答
申
を
出
し
、8
月
が
最
終
答

申
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
中
間
的
な
時
点
で
、観
光

促
進
委
員
会
か
ら
答
申
が
出
た
の
で
、そ
れ
を
踏
ま
え
た

形
で
最
終
的
な
絞
り
込
み
に
入
っ
て
い
た
だ
け
る
と
思
い

ま
す
。
両
委
員
会
が
別
々
の
角
度
で
結
論
が
出
る
こ
と
は

な
い
と
思
い
ま
す
が
、も
し
そ
の
よ
う
な
答
申
が
出
た
場
合

は
、私
ど
も
で
方
向
性
を
決
め
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

3
月
号
の
広
報
紙
に
、
観
光
促
進
委
員
会
の
答

申
が
出
て
い
ま
す
が
、
相
当
内
容
が
濃
い
答
申
だ

と
思
い
ま
す
。
答
申
の
内
容
が
違
っ
た
場
合
、
ど
う
す
る

の
か
心
配
に
な
り
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
町
長
の
施
策
と

し
て
良
い
部
分
の
抜
粋
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
重
複

す
る
内
容
に
つ
い
て
は
、
そ
の
部
分
を
除
外
し
て
答
申
を

い
た
だ
く
、
と
い
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
町
長
は
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
観
光
促
進
委
員
会
の
答
申
を
渡
し
て

い
ま
す
の
で
、ま
と
め
の
段
階
で
考
慮
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
、答
申
を
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
�

�

重
複
す
る
内
容
は
時
間
も
労
力
も
か
け
ず
に
済

む
と
思
い
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
そ
の
よ
う
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
一
般
の
方
の
意

見
も
取
り
入
れ
た
内
容
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
次
に
、観
光
促
進
委
員
会
の
実
施
計
画
で
す
が
、町
長

は
ど
こ
に
重
点
目
標
を
置
き
ま
す
か
、お
考
え
を
お
願
い

し
ま
す
。
�

【
町
長
】
　
観
光
促
進
委
員
会
か
ら
、
観
光
資
源

の
有
効
活
用
・
交
通
ア
ク
セ
ス
の
充
実
・
町
を
魅

力
的
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
観
光
団
体
の
組
織
化
と

い
う
4
つ
の
柱
で
の
答
申
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ど
こ

に
重
点
を
置
く
か
大
変
難
し
い
問
題
で
す
が
、福
智
町
が

認
知
さ
れ
て
い
な
い
現
状
を
見
ま
す
と
、町
を
魅
力
的
に

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
先
決
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
こ
と
で
徐
々
に
基
盤
を
つ
く
り
な
が
ら
、
観
光
資

源
の
有
効
活
用
や
交
通
ア
ク
セ
ス
、団
体
の
組
織
化
な
ど

複
合
的
に
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

上
野
地
区
の
観
光
施
策
に
つ
い
て
見
解
を
お
尋

ね
し
ま
す
。
天
郷
青
年
の
家
の
跡
地
付
近
は
、
広

大
な
町
有
地
が
残
っ
て
い
ま
す
。
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

上
野
の
自
然
を
守
る
と
い
う
立
場
で
考
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す
か
。
�

【
町
長
】
　
現
在
は
、
解
体
後
に
売
却
す
る
方
向

で
す
が
、今
の
建
物
の
ま
ま
買
い
た
い
と
い
う
意

見
も
聞
い
て
い
ま
す
の
で
、ま
ず
売
れ
る
の
か
検
討
し
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
上
野
地
域
全
体
の
歴
史
的

意
義
・
環
境
的
意
義
を
考
え
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
取
り

組
み
に
し
て
い
き
た
い
の
で
、こ
の
2
つ
の
視
点
で
な
る

べ
く
限
定
し
な
が
ら
、売
却
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
�

�

条
件
を
つ
け
て
売
却
す
る
こ
と
を
強
く
要
請
し

ま
す
。
次
に
交
通
問
題
で
す
。
直
方
市
の
花
公
園

と
の
ア
ク
セ
ス
を
県
に
お
願
い
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し

た
が
、
進
捗
状
況
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。
�

【
町
長
】
　
観
光
の
町
づ
く
り
と
い
う
視
点
で
、

県
に
は
要
望
し
て
い
ま
す
が
、福
智
町
の
観
光
の

具
体
的
な
方
向
性
が
定
ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
県
に
十
分

な
説
明
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
具
体
的
な
回

答
は
い
た
だ
い
て
い
な
い
の
が
現
状
で
す
。
�

�

上
野
焼
陶
器
ま
つ
り
の
巡
回
道
路
も
、
拡
幅
が
途

中
で
終
わ
っ
て
い
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
観
光
促

進
委
員
会
の
答
弁
等
か
ら
考
え
る
と
、
拡
幅
は
早
急
に
お

こ
な
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
観
光
の
町
づ
く
り
の

ア
ク
セ
ス
と
あ
わ
せ
て
、
整
備
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
が
。
�

【
町
長
】
　
早
い
時
期
に
解
決
策
を
出
し
、
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�
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質
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町
長
は
施
政
方
針
で
、農
業
を
活
用
し
た
起
業
化
は

引
き
続
き
検
討
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
述
べ
て
お
ら

れ
る
が
、現
在
の
具
体
的
な
検
討
状
況
を
お
示
し
く
だ
さ
い
。
�

【
町
長
】
　
給
食
等
で
出
る
生
ご
み
を
活
用
し
た
堆

肥
化
事
業
や
、野
菜
や
豆
類
と
い
っ
た
材
料
を
使
う

菓
子
メ
ー
カ
ー
と
の
折
衝
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、小
規
模
農

家
の
農
作
物
の
集
荷
等
を
一
元
化
し
、販
売
す
る
こ
と
も
具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。
し
か
し
課
題
が
多
く
あ
り
、現
在

は
検
討
段
階
で
あ
り
ま
す
。
�

�

以
前
、薬
草
栽
培
を
推
進
し
て
い
く
と
発
言
し
ま
し

た
が
、ど
う
な
り
ま
し
た
か
。
�

【
町
長
】
　
各
地
域
で
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
、薬

草
栽
培
に
取
り
組
み
た
い
と
話
し
て
き
ま
し
た
。い

ろ
ん
な
製
薬
会
社
と
個
別
に
話
し
、現
在
2
社
と
話
は
し
て

い
ま
す
が
、返
答
が
な
い
と
作
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の
で
、

方
向
性
が
出
次
第
、具
体
的
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
�

�

福
智
町
に
は
農
業
に
意
欲
を
持
っ
て
い
る
方
が
、た

く
さ
ん
い
る
と
思
い
ま
す
が
、そ
の
方
た
ち
と
の
具

体
的
な
取
り
組
み
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

【
産
業
振
興
課
長
】　
主
に
、農
業
団
体
か
ら
の
要
求
・

要
望
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、色
々
な

機
関
等
を
通
じ
て
指
導
等
は
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、町
独
自

で
指
導
す
る
と
い
う
形
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
も
県
や
農

林
事
務
所
、普
及
セ
ン
タ
ー
や
農
協
と
手
を
携
え
て
、農
業
団

体
等
と
親
交
を
持
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

農
産
物
で
福
智
町
と
し
て
の
特
産
品
を
芽
生
え
さ
せ
、

植
え
付
け
、そ
し
て
育
て
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
町
長
の
お
考
え
を
お
願
い
し
ま
す
。
�

【
町
長
】
　
町
の
認
知
度
を
高
め
て
い
く
有
効
手
段

と
し
て
、非
常
に
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
は
重
点
課
題
と
し
て
、関
係
者
と
協
議
し
、方
向

性
を
早
急
に
詰
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

�

図
書
館
の
設
置
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
ま
す
。
現
在
は
、

方
城
・
金
田
・
赤
池
に
図
書
室
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す

が
、蔵
書
数
お
よ
び
利
用
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
�

【
公
民
館
兼
社
会
体
育
課
長
】
　
平
成
１９
年
度
は
、赤

池
の
中
央
公
民
館
の
蔵
書
数
は
4
7
4
0
冊
で
、利

用
者
は
1
0
5
4
人
で
し
た
。
金
田
分
館
は
1
万
7
9
0
冊

で
3
6
6
9
人
。
方
城
分
館
は
7
3
8
5
冊
で
1
1
2
5
人

で
し
た
。
�

�

図
書
室
が
ど
こ
に
あ
る
か
知
ら
な
い
人
も
、多
々
い

る
と
思
い
ま
す
。
利
用
状
況
も
少
な
く
、非
常
に
残

念
な
気
が
し
ま
す
。『
文
化
の
香
り
高
い
町
』に
す
る
た
め
に

は
、町
民
の
皆
さ
ん
が
心
豊
か
に
生
き
が
い
を
持
っ
て
暮
ら
す

こ
と
が
必
須
条
件
で
す
。
ぜ
ひ
福
智
町
に
図
書
館
を
、と
い
う

住
民
の
方
も
い
ま
す
。
公
共
施
設
の
有
効
活
用
と
い
う
面
か

ら
も
、ぜ
ひ
設
置
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

【
教
育
長
】
　
一
箇
所
に
設
置
す
る
と
、一
部
の
方
々
が

不
便
に
な
る
と
い
う
デ
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、蔵

書
数
を
そ
ろ
え
て
立
派
な
図
書
館
は
文
化
の
町
づ
く
り
の
一
環

と
し
て
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
現
在
、検
討
中
で
あ
る
諸
施
設

と
の
統
廃
合
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
ま
す
が
、町
長
と
相
談
し
な

が
ら
設
置
の
方
向
で
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
�

【
町
長
】
　
既
存
施
設
の
有
効
活
用
と
い
う
視
点
か
ら

も
、中
央
図
書
館
を
設
置
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。�

�質
問
�

質
問
�

�

質
問
�

議員�

▲方城分館図書室�

▲中央公民館図書室� ▲金田分館図書室�
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　最近季節のめぐりが早く感じられます。�

　福岡でも４月に夏日を記録し、桜前線も例年に比べ、足

早にとおり過ぎた感があります。�

　先日、毎年恒例の上野焼陶器祭りに伺いました。今年

は16軒の窯元が参加しているそうで、賑わいを見せていま

した。私も何軒かの窯元を尋ね、皆さんの力作を拝見しま

したが、それぞれに培われた伝統と新たな試みとがひとつ

の作品となり、上野焼の多彩さをかもし出していました。上

野焼も最近は売り上げが減少しているということをお聞き

しています。まず、身近な私たちが、この上野焼の良さを再

度見つめなおし、少なくても一家に一個、手近なところに

上野焼がある、そのような取り組みができればと思います。�

　今、新たな挑戦として取り組まれている、他の伝統工芸

との合作など、大胆で斬新な発想で新しい方向性を見出し、

町外・県外・国外へ上野焼を発信していただきたいと思い

ます。�

（道人）�

�

かちある�

　福智町議会だよりを発行して、1年半が経過しました。町民の

皆様に議会活動を広く知ってもらうため、試行錯誤を繰り返しなが

ら作成していますが、より良い『議会だより』を目指すために、皆様

のご意見等をぜひお聞かせ願いたいと思います。�

［広報特別委員会］�

　議員として15年以上活動し、議会活動を通じて地方自治の進

展のために尽くしたことが高く評価され、全国町村議会議長会お

よび福岡県町村議会議長会より表彰されました。�

ーわかりやすい『議会だより』を目指してー�～議員歴　浦田光由議員～�
・平成3年5月～平成14年1月�

・平成15年5月　～　在職中�

全国町村議会議長会�
福岡県町村議会議長会�

表彰に浦田光由議員�


